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日本仏教セミナー（八宗綱要）

京都大学こころの未来研究センター上廣部門 ブータン学研究室主催

『アジア文化塾』

［お問い合わせ］〒606-8501
京都市左京区吉田下阿達町46
京都大学こころの未来研究センター
リエゾンオフィス
Tel: 075-753-9681

Mail: kokoro-culture 
@mail2.adm.Kyoto-u.ac.jp

市バス：205系統、4系統で「荒神口」下車徒歩2分

京阪電鉄：「神宮丸太町」より川端通北へ徒歩5分
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

【セミナーの形式】

前半：『八宗綱要』の「天台宗」の章の
教義編を読み、内容を解説。
（漢文と現代語訳を併用）

後半：内容に関するグループディス
カッション

【日程】2020年 木曜日不定期

9/17、 9/24 、10/1、*10/15、10/22、11/5、
*11/12、11/26、12/3。 *12/10(予備日)

【時間】18:00～19:30

【場所】京都大学稲盛財団記念館３階

中会議室
（*10/15、11/12、12/10は１階京

都賞ライブラリーセミナー室）

【受講資格】前期の日本仏教セミナー

（天台宗歴史編）を登録された

方。

わが国では古来より、神道や仏教な
どを中心として精神性や道徳、倫理
観が構築されてきました。日本発祥
の神道に対して、仏教はインド起源
であり、インドから日本に伝わる間
に、時代的、地域的な変容が起こり
ました。では日本に伝わった仏教と
は如何なるものなのでしょうか。

本セミナーでは、鎌倉時代の東大
寺僧、凝然 (1240～1321)の著した
仏教概説書『八宗綱要』を教科書と
して使用し、日本仏教の土台である、
奈良、平安、鎌倉の仏教の基礎を学
びます。


